
本当の「倭の5王」
不都合な真実に目をそむけた

NHK スペシャル古代ミステリー

多元的古代研究会・古田史学の会

創立30 周年記念講演会
2024 年10 月27 日( 日) 文教区民センター

正木裕 古田史学の会・事務局長
元・大阪府立大学理事・講師

１、『宋書』ほかの中国史書には、５世紀に半島に進出し、
高句麗や新羅と覇権を競った「讃・珍・済・興・武」という
「倭の５王」が記される。

２、しかし同時代のヤマトの天皇にその名は無く、また、宋
に朝貢したなどの事績も無い。また、5王と続き柄・在位期
間・生存期間が一致しない。

３、「倭の５王」時代の百済南西部に、「九州様式」の前
方後円墳・円墳・方墳が一斉に築かれ、出土物も九州の
古墳と共通する。

４、倭王武が、高句麗討伐を決意した478 年の翌年に高
句麗と戦ったのは筑紫の将軍と船団で、末多王を百済に
護り送ったのも筑紫の軍士500 人だった。

５、｢倭の5王」は、志賀島の金印を下賜されて以来、俾弥
呼・壹與の後を受け、7世紀の「日出る処の天子」多利思
北孤に繋がる「九州の大王たち」だった。

本日の概要

NHK 番組は「倭の5王」を「当然ヤマトの天皇」だとした
が、それは文献や考古学の成果を無視したものだった 1



１、九州勢力の半島出兵を示す遺物①NHK 番組で「ヤマトの王」が高句麗と戦うため大量生産したと紹介の甲冑

「高句麗と戦うため」特別に生産したとする甲冑は全て九州出土だった

3次元解析で共通の型紙を用いたことが分かった
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「古墳時代中期における甲冑生産組織の研究−「型紙」と製作工程の分析を中心として−」
（JSPS KAKENHI Grant Number 26284128 ，研究代表者：吉村和昭）



未盗掘で、土に埋もれず、完全な状態の副葬品が大量に出土、1500 年前のタイムカプセルといわれ、朝鮮半
島製銀装円頭大刀・甲冑一式・矢300 本・装飾馬具倣製鏡他が出土⇒九州全体の勢力が半島に出兵

１、九州勢力の半島出兵を示す遺物➁宮崎県えびの市島内字平松の島内地下式横穴墓群139 号墓

「装飾付大刀（銀装円頭大刀）」：朝鮮半島製（百済ないしは加耶）。
日本で類例の少ない大刀。1 号人骨に伴うもので、この人物が朝鮮
半島での活動（軍事や交易などの交渉）に関わった可能性。 
「甲冑」甲冑は頸甲・肩甲・草摺を含むセットで完存は希少。
「矢」約 300 本の矢は近接する時期では全国でも 3 番目の出土
数。10 群中 5 群は矢羽根周辺に黒漆を塗った希少品。
「装飾馬具」２組の装飾馬具（鈴付杏葉、金銅装（鉄地金銅製）雲珠・辻金

具など）地下式横穴墓ではきわめて珍しい。 
「鏡」鏡箱入りの倣製盤龍鏡、 
「平胡簶（やなぐい）」装飾付の矢入れ具。同型は全国で 15 例程度。
九州では福岡 島内 139 号地下式横穴墓で 1 例

「島内地下式横穴墓群第139 号墓」現地説明会資料（えびの市）「5世紀末～6世紀初頭」とする。
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１、九州勢力の半島出兵を示す遺物③5世紀の九州勢力は総力で高句麗・新羅と覇権を競っていた
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２、「倭の5王」とはー中国史書に記す半島に侵攻した「倭の五王」（讃・珍・済・興・武）

中国南朝の史書には5世紀に半島に侵攻し高句麗・新羅と戦った「倭の五王」（讃・珍・済・興・武）が記されている

①讃：（『晋書』義熙9年（413 ）倭国朝貢）、『宋書』永初２年

（421 ）「倭讃、万里貢を修む」。元嘉２年（425 ）讃また
司馬曹達を遣し表を奉り方物を献ず。

⇒讃死して弟珍立つ。使を遣して貢献す。
➁珍：元嘉15 年( 438 ）倭国王珍を安東将軍とす。

③済：元嘉20 年（443 ）「倭国王済、使を遣わし奉献す。
また安東将軍倭国王とす。

元嘉28 年（451 ）使持節都督倭・新羅・任那・加羅・秦
韓・慕韓六国諸軍事を加ふ。上所二十三人を軍郡に除す。

④興：⇒済死す。世子興、使を遣わして貢献す（460 年の朝貢

か？）。大明6年（462 ）倭王世子興・・安東将軍倭国王とす
べし。

⑤武：⇒興死して弟武立つ。昇明２年（478 ）、使を遣
わして上表（＊倭王武の上表文）。武を使持節都督倭・新
羅・任那・加羅・秦韓・慕韓六国諸軍事、安東大将軍倭王に
除す。 『南斉書』建元元年（479 ）安東大将軍倭王武、鎮東
大将軍（征東将軍）に進号。『梁書』天監元年（502 ）「倭王武を
征東大将軍」に進号。（注：将軍順位）①四征➁四鎮③四安④四平。

在位：「讃」・413 ～421 ～425 ・（弟）「珍」・438 ・「済」・443 ～451 ・（世子）「興」・462 ・（弟）「武」・478 ～502 ・
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倭国は俾弥呼が魏に臣従し
て以来、その系列の漢族の
王朝（南朝）「西晋・東晋・
宋・斉・梁」に臣従してきた。
一方北方の鮮卑族は4世紀
初頭に華北に侵入５族16
国に分かれ抗争を繰り返す

439 年に北魏が華北
を統一。以降鮮卑族
の北朝と漢族の南朝
にわかれて統治する
「南北朝時代」となる。

そのさなかの5世紀
に我が国を統治した
のが「倭の5王」だ。 5
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２、「倭の5王」とはー「倭の五王」をヤマトの王（天皇）とすることはできない

この「倭の五王」は当然ヤマトの王（天皇）だとして制作されたのがNHK スペシャル「ヤマト王権
と倭の五王」だ。しかしヤマトの王（天皇）に治定する事には、多くの問題が指摘されていた。

１、「讃ー珍」は通説では応神・仁徳・履中説があるが、何れ
も『宋書』と合わない。
➀応神ー仁徳説は不成立讃と珍は兄弟。応神と仁徳は親子。
②仁徳ー反正説も不成立：『宋書』では、讃は珍の兄だが、『書紀』
では仁徳と反正は親子。
③履中ー反正説も不成立：宋書では讃・珍２代の在位年数の合計
は少なくとも26 年以上だが、『書紀』では履中（6 年）、反正（5
年）の合計在位年数は11 年。
２、通説は、続き柄から「済」を「允恭」に、「興」を「安康」とす
るが、「讃＝履中、珍＝反正」が不成立なら「済＝允恭、興＝
安康」も成立しない： 「倭王武の上表文」では、高句麗が新羅・百

済を併呑し、父の「済」・兄の「興」が死去したとする。『書紀』允恭紀・
安康紀には半島での高句麗との戦いや、そこで共に死去したという記
事は全く見えず、この治定が誤りであることを示す。

（問題）１、『書紀』に記すヤマトの王（天皇）とは続柄や在位年が合わない

古事記 『書紀』

没年齢 没年齢 在位（『書紀』紀年）

15 応神  130 110 41 270 －310

16 仁徳 83 110 87 313 －399

17 履中  64 70 6 400 －405

18 反正  60 75 5 406 －410

19 允恭  78 78 42 412 －453

20 安康  56 56 3 454 －456

21 雄略 124 62 23 457 －479

『書紀』「応神」―息子「仁徳」―息子「履中」―弟「反正」―弟「允恭」―息子「安康」―弟「雄略」

NHK スペシャル「ヤマト王権と倭の五王」は「倭の5王」は当然ヤマトの王（天皇）とした

在位期間「讃ー珍」
は26 年以上。履
中ー反正は11 年

３、雄略も「武」の年代と合わない

雄略（457 ～479 ）vs「武」478 （宋）～479 ～502 年梁に朝貢

『宋書』で
は不明。
『梁書』で
は親子
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済＝允恭ならこの
続き柄や在位年数
は「でたらめ」となる。



２、「倭の5王」とはー「倭の五王」をヤマトの王（天皇）とすることはできない

讃＝履中説：去来穂別（イサホワケ）の「サ」を「讃」と表記。
 ＝仁徳説：大鵜鶴（オホササギ）の「サ」を「讃」と表記。

珍＝反正説：瑞歯別（ミズハワケ）の「瑞」を中国が誤って「珍」と表記。
済＝允恭説：雄朝津間稚子（ヲアサツマノワクコ）の「津」を「済」と表記。
興＝安康説：穴穂（アナホ）を中国が誤って「興（ホン）」と表記。
武＝雄略説：大泊瀬幼武（オホハツセワカタケ）の「武」をとった。

（問題２）無理な天皇比定理由 ⇒一貫性・論理性なく全く恣意的

㋐『書紀』に讃・珍・済・興・武の名も、宋への朝貢や叙位も記
されない。㋑また「武」の上表にある「倭王自らの半島遠征」に
該当する5人の天皇の出征も記されず、「奄（とも）に父兄を喪
う」（「武」が雄略であれば、父允恭・兄安康を高句麗戦でともに失う）という
記述もない。㋒允恭・安康紀に対外戦の記事はない。

（問題３）ヤマトの王（天皇）の事績と合わない

21 世紀に入り、「倭王武の上表文」に記す５世紀後半九州勢力の半島支配を示す考古学上の発見が！

近年韓国の考古学の発展により５世紀後半から６世紀にかけて旧百済地域への「倭国の進出・支配」を示す遺
跡・遺物が続々と発見されている。それは「ヤマト」でなく「北部九州勢力の進出」を示す古墳や埋葬品だった。

◆『宋書』順帝の昇明二年（478 ）使を遣わして上表していわく、「・・・昔より祖禰躬（みずか）ら甲冑を擐（つらぬ）き、山川を跋渉
し、寧処に遑あらず。東は毛人を征すること五十五国、西は衆夷を服すること六十六国、渡りて海北を平ぐること九十五国・・・
しかるに句麗無道にして、図りて見呑を欲し、辺隷を掠抄（りゃくしょう）し、虔劉（けんりゅう）して已まず。・・・臣が亡考済、実に寇讐
の天路を壅塞（ようそく）するを忿（いか）り、控弦百万、義声に感激し、方に大挙せんと欲せしも、奄（とも）に父兄を喪い、垂成の
功（もう少しで達成できる功労）をして一簣を獲ざらしむ（最後の務めが果たせず）。居しく（いしく・かしこまって・身を慎んで）諒闇にあり兵甲を動かさず。
これを以て、偃息（えんそく・やすむ・中断）して未だ捷（か）たざりき。今に至りて、甲を練り兵を治め、父兄の志を申べんと欲す。

父祖は、代々休む暇なく自ら戦場に赴き、東の毛人55 国・西の夷66 国・海北の99
国を平定した。高句麗が無法にも諸国を侵略した為討伐を試みたが、父と兄を共に失
い、喪に服し果たせなかった。今喪が明けたので挙兵し父兄の志を遂げようと思う。

「倭の5王」は5世紀
に半島に出兵・平定
した勢力となる。
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１、韓国旧百済栄山江流域に「墓の様式や出土品が
北部九州と一致する前方後円墳（＊2023 年現在17

基）」が５世紀末頃（* 後半から）に突然出現し6世紀
前半（* 初頭）に消滅する。（注：近年前方後円墳だけでなく

北部九州様式の石室を持つ円墳・方墳も多数発掘されている）

２、栄山江流域を中心とする百済南西部に分布してお
り、韓国のそれ以外の地にはみられない。
３、古墳群のように一箇所に集中しておらず広く分布し
ている。（注：その後の研究では前方後円墳を核としてコロ
ニーを形成していることが判明）

４、他の韓国式古墳群とは離れた場所に孤立している
ものが多い。
５、若干の異論もあるが、5世紀末～6世紀初めの築
造とみられる。（注：5世紀後半以降とするのが正確）

６、これらの前方後円墳は5世紀末～6世紀初頭に北
部九州の勢力が造ったと考えられる。（注：「前方後円
墳を含む北部九州様式古墳群は5世紀末～6世紀初頭に
北部九州の勢力が造った」とするのがより正確。）

アンダーラインで着色マーク部分は朴天秀（慶北大学考古人類学科教授）「韓半島南部に倭人が造った前方後円墳―
古代九州との国際交流―」九州国際大学 国際関係学論集 第 5 巻 第 1・2 合併号（2010 ）より。その他は筆者

「倭の五王」時代の百済南西部に九州様式の古墳が出現し、6世紀初頭に一斉に消滅

新徳古墳（全羅南道咸平礼徳里）羅州伏岩里ナジュポッアムリ古墳群

３、「百済の古墳群」①九州様式の古墳が明らかにした「倭の5王」は九州の大王



百済南西部に５世紀末頃「北部九州様式古墳」
が突然出現し6世紀前半に消滅

３、「百済の古墳群」 ➁古墳群は「北部九州様式」で北部九州の系譜を持つ

復元された月桂洞１号（ Ṗ古墳

＊崔榮柱「韓半島の栄山江流域における古墳展開と前方後円形古墳の出現

過程」（『立命館文學』第632 巻、立命館大学、2013 年。19 頁）図２より

古墳の図は辻 秀人「栄山江流域の前方後円墳と倭国周縁域の前方後円
墳」（東北学院大学論集歴史と文化2007 年3月）による。

（光州広域市光山区月桂洞）
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栄山江流域の前方後円墳の横穴式石室は、平
面長方形で平天井を呈し、立柱石と腰石を配す
る形態で、時には石室に赤色顔料の塗布が確認
される（＊装飾古墳）点で、北部九州地域にそ
の系譜が求められる。（朴 天秀慶北大学考古人類学科教

授）「韓半島南部に倭人が造った前方後円墳―古代九州との国際交
流―」九州国際大学 国際関係学論集 第 5 巻2010 ）より）

左：日拝塚古墳石室 6世紀 福岡県春日市下白水南。春日市奴
国の丘歴史資料館（春日市教育委員会 文化財課）。

右：「海南長鼓峰ﾍﾅﾑﾁｬﾝｺﾞｻﾝ古墳」（前方後円形墳墳丘長76m 、
高さ10m ）の石室（ベンガラ塗装）

①ゴホウラ製貝釧

海南月松里ｳｵﾙｿﾝﾘ造山古墳（６C初頭）から出土した繁根
木型のゴホウラ製貝釧は、佐賀県の関行丸古墳、福
岡県の王塚古墳の周辺に位置する櫨山古墳と、熊本
県の江田船山古墳に隣接する伝佐山古墳から出土し
ていることより、これら九州の集団によって栄山江流域
に搬入された可能性が極めて高い。ṕ朴 天秀） ゴホウラ製貝釧

（熊本市立博物館））

②栄山江流域産の土器

栄山江流域に見られる両耳付
壺・鋸歯文土器・有孔広口小
壺等（＊馬韓土器～4Ⅽ末）が対馬
（塔の首2号石棺墓ほか）と北部九州
（前原市浦志遺跡・佐賀県神埼郡神埼町野

田遺跡ほか）で出土。＊両耳付壺（上＝

野田遺跡、下＝韓国国立中央博物館所蔵）

３、「百済の古墳群」 ③北部九州の古墳の石室や出土物等と類似
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３、「百済の古墳群」 ④北部九州の古墳と出土物等が類似

③鳥足紋叩き土器の石室内に副葬

福岡県苅田町の番塚古墳、福岡市の梅林古墳で
は栄山江流域産の鳥足紋叩き土器が石室内に副
葬。日本列島の前方後円墳でこの地域産の土器の
石室内副葬はこの2 例。（石室外は府中遺跡でも）
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鳥足紋叩き目

5世紀前半の百済西南海岸地域に点在する竪穴式石室については日本列島の北部九州
地域の竪穴式石室に直接的な系譜を求めることが可能であり、基本的には当地へ渡来し
た倭系集団が主体となって構築した可能性が高いと推定。5 世紀前半～ 6 世紀前葉の
栄山江流域の竪穴系横口式石室には、他地域から祖形となるものをそのまま移植したとい
うよりも栄山江流域社会が中西部地域や嶺南地域、あるいは北部九州地域などと活発に
交渉をくりひろげる中で受容した墓制と考えられる。高田貫太「5世紀の朝鮮半島西南部における竪穴式室の

構造」（ 国立歴史民俗博物館研究報告第217 集2019 年9月）＊「高興野幕里野幕古墳ｺﾌﾝﾔﾏﾂﾘ」（全羅南道高興郡豊陽面野幕里）

竪穴式石室の構
造も北部九州地
域に系譜

武寧王墓出土金飾

江田船山古墳出土金飾

Ἤ◗
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512 年この地域
（百済南西）の四県
を百済に返還。
532 年任那加羅
（金官加羅）滅亡

『書紀』仁徳41 年
（353⇒435年頃
か）百済南西部支配。
◆「紀角宿禰を百済に
遣し、始めて国郡の壃
場を分ち、具に郷土所
出を録す（＊徴税台
帳作成）」。仁徳41 年

（353 ）は応神8年（277 実年
397 年）の76 年後。2倍年暦で
38 年後、435 年頃。

５世紀末頃突
然出現し6世紀
前半に消滅

ưǃƦǃƜǄǃ ưƷƱǅƔǃ ƼǃơǃƜǄǃ

ƠƧƒǃ

＊崔榮柱「韓半島の栄山江流域における古墳展開と前方後円形古墳の出現過程」（『立命館文學』第632 巻、立命館大学、2013 年。19 頁）より図３

３、「百済の古墳群」 ⑤九州様式古墳群の一斉出現と消滅（前方後円墳だけでなく円墳・方墳など多数発見されている）

『書紀』に記す
倭国の百済進

出と一致します。

倭
の
五
王
・
磐
井



在地勢力の「複合梯形墳」（～4世紀末）

ưǃƦǃƜǄǃ ưƷƱǅƔǃ

３、「百済の古墳群」 ⑥5世紀後期～末期に在地勢力の複合梯形墳と隔絶した「前方後円墳コロニー」が誕生

 2Ḱ
Ḳ ṕ 16 Ṗ

崔榮柱（前出12 頁）

写真は韓国KBS 2005 年7
月22 日放映「ヒストリースペ
シャル日韓歴史戦争永山江
長郷型古墳」より。

ﾊﾝﾀﾝｶﾞﾝ

ﾊﾑﾋﾟｮﾝ
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３、「百済の古墳群」 ⑦「前方後円墳コロニー」の核は百済政権を支える北部九州勢力

百済南西部の古墳群では、北部九州型前方後円墳の
周りを、在地の墳墓と隔絶した北部九州型石室を持っ
た円墳・方墳が取り囲んでいる。これは北部九州から進
出した勢力の有力者が、随う臣下・一族とともに各々の
拠点領域を統治し、コロニーを形成していたことを示す。

◆雄略23 年（479 ）四月、百済文斤王（もんこおう）薨る。天
王、末多王の幼年くして聰明（さと）きを以て・・王とならしむ、仍

ち兵器を賜ひ、幷せて筑紫国の軍士五百人を遣して、国
に衞（まも）り送らしめ、是を東城王とす。是の歲、百済の調

賦（みつきもの）、常の例より益（まさ）れり。筑紫安致臣・馬飼
臣等、船師（ふないくさ）を率ゐて高麗を擊つ。

502 年には筑紫の島に
生まれた武寧王が王と
なる。このように筑紫の
勢力が百済の政権を支
えていた。こうした人々
が百済南西部の北部
九州型古墳コロニーを
形成していたと考えられ
る。

百済政権を支えていた筑紫の勢力
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康津ｶﾝｼﾞﾝ永
波里古墳

高敞七岩里ﾁﾙｱﾑﾘ

古墳群で＋２

佳興里新
興古墳

ưǃƦǃƜǄǃ

ưƷƱǅƔǃ

ƼǃơǃƜǄǃ



４、「武」の上表文が示す「倭の5王は九州の大王」

「倭王武の上表」478 年：臣が亡考済、実に寇讐（こうしゅう＝かたき* 高句麗）の天路を壅塞（ようそく）するを忿（いか）り、控弦百万、
義声に感激し、方に大挙せんと欲せしも、奄（とも）に父兄を喪い、垂成の功（もう少しで達成できる功労）をして一簣を獲ざらしむ（最後の

務めが果たせず）。居しく（いしく・かしこまって・身を慎んで）諒闇にあり兵甲を動かさず。これを以て、偃息（えんそく・やすむ・中断）して未だ捷（か）た
ざりき。今（＊478 年）に至りて、甲を練り兵を治め、父兄の志を申べんと欲す。⇒諒闇期間の後高句麗討伐を決意
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「武」は478 年に父済と兄興の遺志を継いで、興の喪が明けるのを待って高句麗討伐を決意

「諒闇（喪に服する）」期間は3年

◆『隋書』（高句麗伝）死者は屋内に殯し、三年を経て吉日を択びて葬す。居す
る父母及び夫の喪では皆三年、兄弟では三月服し、初めて哭泣を終る。◆『論語』
「夫れ三年の喪、天下の通（ひとみな）なる喪なり。」『隋書』貴人は三年、外に殯す。

478 年に諒闇が明けたのなら興
の薨御は475 年ごろで、高句麗
により百済が崩壊した年次と一致

高句麗は475 年に百済に侵攻し、王都漢城を陥落させ、蓋鹵王（がいろおう455~475 ）を誅殺 男女八千人を捕虜とした。子
の文周王（477 年に暗殺）は逃れ熊津に遷都したが、事実上百済は崩壊。◆『三国史記』「高句麗本紀」長寿王63 年（475 ）9
月、王兵三萬を帥ゐて百済を侵し、王所都漢城を陷し其王扶餘慶を殺して男女八千を虜として歸る。◆ 『同』「百済本紀」蓋鹵王21 年
（475 ）秋九月麗王巨璉（長寿王）帥兵三萬、來囲王都漢城。王閉城門不能出戰。麗人分兵為四道挟攻。又乘風縱火焚燒城門。人心
危懼、或有欲出降者。王窘（くるしみ）不知所圖、領數十騎出門西走。麗人追而害之。◆『書紀』雄略20 年（476 * ）冬、高麗王、大きに軍兵
を発（おこ）して、伐ちて百済を盡（ほろぼ）す。（略）百済記に云ふ、「蓋鹵王の乙卯年（475 ）冬、狛の大軍來りて、大城を攻むること七日七
夜、王城降陷（やぶ）れて、遂に尉禮（いれ）を失い、国王及び大后、王子等、皆敵の手に沒す」といふ。

475 年高句麗長寿王百済を討ち事実上百済は崩壊

「興」の崩御と「武」の即位は475 年ごろとなる

「興」の崩御がこの時なら「昔より祖禰躬（みずか）ら甲冑を擐（つらぬ）き、山川を跋渉し、寧処に
遑あらず。」の言葉通り興は自ら半島に出陣し、475 年の高句麗戦で崩御したと考えられる。



◆『書紀』雄略23 年（479 ）四月、百済文斤王（もんこおう三斤王477 ～479 ）薨る 天王、昆支王（こん

きおう）の五子中第二の末多王の幼年くして聰明（さと）きを以て、勅して內裏に喚（め）し、親ら頭面を撫で、

ねむごろにいましめて、其の国に王とす。兵器を賜ひ、筑紫国の軍士五百人を遣して、国に衞（まも）

り送りて、是を東城王（479 ～501 『三国史記』）とす。是の歲、百済の調賦（みつきもの）、常の例より益（まさ）

れり。筑紫安致臣・馬飼臣等、船師（ふないくさ）を率ゐて高麗を擊つ。⇒502 年に末多王は廃さ
れ「筑紫の島」で生まれた武寧王が即位。◆『書紀』武烈4年（502 * ）是歲、百済末多王無道に
して、百姓に暴虐す。国人遂に除き嶋王を立て、是を武寧王とす。

479 年筑紫の将軍らは東城王を軍事力で擁立し高句麗を討つ

倭王武が高句麗に父と兄の仇を討つことを誓った478 年の翌479 年に、半島で高句麗と戦っ
たのは筑紫の軍だった。このことだけみても「倭王武」は筑紫の大王で、「武」の祖禰たる王たち
は九州の大王だったことがわかる。彼らは自ら戦いの先頭に立ったと自称。倭の5王時代は対
外戦に明け暮れ、その中で斃れた王もいたことになろう。＊ 「済」は451 年～462 年の間に崩御。
「倭王武」の上表文から高句麗戦で崩御した可能性が高い。そうであれば、455 年の高句麗長寿王の百
済侵攻時の崩御が第一候補となる。◆『新羅本紀』455 年（訥祗麻立干39 年）十月、高勾麗、百済を侵す。

４、「武」が高句麗討伐を決意した478 年の翌年に高句麗と戦ったのは「筑紫の勢力」
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「倭王武」と歴代の王（祖禰）は九州の大王だった

雄略23 年（479 ）に倭国「武」は末多王を東城王として擁立。末多王は「筑紫国の軍士」に護られて百済に帰
国。そして、「筑紫の将軍」が高句麗を攻めた。つまり475 年の百済崩壊後「筑紫の軍士・将軍」らが高句麗と戦
い百済を復興させたもので、当時の百済は筑紫の倭国によって守られ、国として維持されたことを表す。



4世紀末の倭国と高句麗の鉄資源の争奪戦

366 年：神功46 年（246 ・実年36 6 ） 百済肖古王、卓淳国に派遣さ
れた斯摩宿禰に鉄鋌40 枚を献じる。
367 年：同47 年（247 ・実年367 ）百済が朝貢。
369 年：同49 年（249 ・実年369 ）新羅を襲い比自 （ひしほ）・南加
羅・喙（とく）国・安羅・多羅・卓淳・加羅、七国平定。忱彌多禮（済州島）を
百済に帰属させる（百済帰属を認める）。また、馬韓地域4邑も百済に
属させ、辟支山で肖古王と同盟関係（辟支山ﾍｷｻﾝの盟約）を確認。
◆千熊長彥と百済王は百済國に至り、辟支山に登り盟す。・・百済王盟して曰く
「今より以後、千秋萬歲、絶なく窮りなく、常に西の蕃として、春秋朝貢す」

この年、百済は谷那鉄山の鉄で「七支刀」を作刀し、神功52 年（252 ・
実年372 ）に倭国に届ける。
⇒斯摩宿禰は既に卓淳国で百済と会し、鉄鋌を受け取っているから、卓淳
国を含む7国を「平定」したという意味は「百済に属していた卓淳」など新羅
と境を接する国・地域を「新羅から防衛した」ことになる。

369 年倭国は新羅境界に侵攻、鉄資源を確保（辟支山の盟約）

５、「倭の5王」以前

洛

東

江

谷那鉄山

谷那
鉄山

新

羅

369 年：百済は高句麗に攻められるが防衛。これは倭国の支援によるか。
＊『三国史記』（369 年）9月。高句麗王斯由（＊故国原王）步騎二萬を帥ゐ、來りて
雉壤に屯み、兵を分け民戶を侵奪す。王、太子を遣し・・急に擊破し五千餘級を獲る。

辟支山の盟約による百済支援
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「弾琴台土城( 忠清北道忠州市）」：2007 年調査では平均寸法L30.7 ｃ
ｍ、W4.13 ㎝、Ｔ1.45 ㎝、1.31 ㎏の棒状鉄鋌40 本が発掘され、2016 年
～2017 年調査で、3層にわたる製錬炉遺構１１基が発見され、燃やされた
木材がC14 法で4世紀と判定された。これは肖古王と世子貴須から七支刀が
献上された時期と一致。また、弾琴台土城の位置も漢城付近を流れる漢江上
流約200 ㎞にあり『書紀』神功52 年（252 ・実年372 ）の記事と一致する。

同神功52 年（252 ・実年372 ） 「臣の国の西に、水有り（＊漢江）、源は谷
那鉄山（忠清北道忠州市月岳山か）より出ず。其の邈（とおき）こと七日行けども及ばず。
當に是の水を飲み便（まさ）に是の山の鉄を取りて、以て永く聖朝に奉らむ。・・」

５、「倭の5王」以前ー「七枝刀」の生産地「谷那鉄山」弾琴台土城( 忠清北道忠州市）

弾琴台土城製錬炉遺構の発見

ṕ 2011 04 26 Ṗ

371 年：高句麗を攻め故国原王を討伐する。『三国史記』 
◆（371 年）王（肖古王）と太子（仇首）精兵三萬を帥ゐ、高句麗を侵し、平壤城
を攻む。麗王斯由釗、力戰しこれを拒ぐも、流矢に中り死す。

372 年：『書紀』神功52 年（252 ・実年372 ）百済近肖古王と世子貴須が泰
（和）4年（369 ）銘の七支刀（石上神社伝世）・七子鏡を献上。谷那鉄山の鉄
を末永く献上することを約す。また毎年の朝貢を約す。

済州島を百済に帰属させ、高句麗戦を支援したのは鉄資源の獲得の見返り

倭国は一連の新羅討伐、百済の対高句麗戦支援により俾弥呼以来
の念願だった鉄資源の安定確保に成功する

現在の道路で170 ㎞。
1日25 ㎞で7日強
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谷那
鉄山

弾琴台土城
の製鉄遺構
（忠州市）

忠州高句麗碑
( 忠州市）

好太王（392

～412 ）

高句麗は
新羅人を
兵に徴発・
伽耶百済
を攻める

高句麗、
鉄資源を
確保

約200 ㎞

辟支山

『書紀』では応神即位の実年は390 年。九州では、3世紀俾弥呼・
壹與⇒4世紀姫神「高良玉垂命」⇒390 年に長男斯礼賀志命が継
ぐ（応神・斯礼賀志命ー讃の類似）「讃」の即位は390 年か。

「讃」の即位が390 年なら、『好太王碑』では「倭は耒卯年
（391 ）を以て來り、渡海し百殘加羅新羅を破り、以て臣民とす。」
とあるから、「讃」は即位直後から半島に積極的に進出したことになる。

５、「倭の5王」以前

「讃」と「好太王」（即位391 年）の激突の時代に

神功皇后の新羅遠征は『書紀』で神功49 年（249 ・実年369 ）。没年
は『書紀』では269 年、実年では「2運120 年」後の389 年。応神即
位は390 年。応神25 年（294 ）に直支王薨去記事があり、120 年
後は414 年。『三国史記』では420 年。⇒「讃」の時代は『書紀』の応
神の実年とほぼ対応する。＊但し、次代の仁徳とは親子なので讃ではない

九州では筑後の高良玉垂命が376 年に博多湾岸から筑後三潴に
来て、386 年に賊徒を退治。390 年に三潴で没したと記され、長男
「斯礼賀志命」が即位したとする。また、次代は弟の朝日豊盛命で、そ
の系列が続くとし、この系統は「倭の5王」と一致。従って讃を九州に求
めるなら筑後の斯礼賀志命が候補となる。◆（大善寺玉垂宮由緒書）長男

斯礼賀志命は朝廷に臣として仕え（＊政務を執った意味。大和朝廷を憚った書き方）、
次男朝日豊盛命は高良山高牟礼で筑紫を守護し、その子孫が累代続く。

神功皇后から応神、高良玉垂命から「讃（斯礼賀志命）」へ 「讃」・413 ～421 ～425
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「神功皇后」に擬えられた筑後高良大社に祭られる「高良玉垂命」

高良玉垂命は367 年に博多湾岸から筑後三瀦に遷り賊徒を討伐し遷宮

筑後「大善寺玉垂宮の由緒書」：初代の高良玉垂命は仁徳55 年（367 ）に博多湾岸から筑後三瀦( みずま）に来て、同56
年（368 ）に賊徒を退治。同57 年（369 ）に高村（大善寺の古名）に宮を造営し筑紫を治め、同78 年（390 ）に三瀦で没
した。（『吉山旧記』では「藤大臣・筑紫大臣」の事績とする）＊万葉4261 番「大王は神にし座せば水鳥のすだく水沼を皇都となしつ」

「女神」とされる玉垂命は神功皇后に準えられた

「7か国平定」の実年は七支刀の鍛造年と玉垂命の遷宮と一致

神功の事績とされる「七国平定」の実年は249 ＋120 ＝369 年。七支刀の銘文や368 年に賊徒を退治し、
369 年に三潴に遷宮した玉垂命の由緒と整合。⇒七支刀は七国平定の御礼と遷宮を祝う目的で献上された。

神功皇后の没年も玉垂命（390 年）と整合

◆『書紀』神功69 年（269 ）（＋120 ＝389 ）4 月丁丑（17 日）皇太后、稚桜宮に崩りましぬ。〈時に年一百
歳。〉3世紀俾弥呼・壹予～実年389 年まで「神功時代」⇒この間九州では「女王の時代」が続いたと考えられる。
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『筑後国神名帳（10 世紀）』に「玉垂姫神」、『袖下抄（しょうちゅうしょう・顕昭12 世紀末）』
に「高良山と申す處に玉垂の姫はますなり」⇒俾弥呼の流れを汲む「女帝」

遷宮は新羅との戦に備える目的

玉垂命は「姫神」

玉垂命の「九体の皇子」

◆『高良社大祝旧記抜書』玉垂命の長男（兄）斯礼賀志命は朝廷に臣として仕え（筑紫大臣として政務を執った）、次男
（弟）朝日豊盛命は高良山高牟礼で筑紫を守護し、次男の子孫が累代続く。➀斯礼賀志命神、②朝日豊盛命神、③ 暮日豊盛命
神、④渕志命神、⑤谿上（たにかみ）命神、⑥那男美命神、⑦坂本命神、⑧安子奇命神、⑨安楽応宝秘（あらほほひ）命神。

⇒筑紫では「玉垂命＝神功皇后、讃＝斯礼賀志、珍＝朝日豊盛」として伝承されたことになる

倭の五王の時代と系列が一致



①391 年に倭国（讃）は半島南部（百済・任那・新羅）に侵攻。◆ 『好太王碑』
➁392 年に高句麗好太王は反攻をかけ、百済漢江以北まで併合し、百済辰斯王は死去。◆『三国史記』
③392 年に倭国の紀角宿禰等、阿花王を擁立、王として帰る。◆『書紀』応神紀
④396 年に阿花王は好太王の攻勢に屈して高句麗に臣従する。◆ 『好太王碑』
⑤397 年に倭国（讃）は東韓一帯を占領。百済は倭国に臣従し直支（後の腆支王）

が倭国に出される。◆『書紀』応神紀
⑥400 年に高句麗は新羅を救援、任那・加羅地域にも出征し、この攻勢により百済
は再び高句麗に臣従。◆ 『好太王碑』
⑦404 年に倭国（讃）は反転攻勢をかけ、半島の奥深く侵攻。◆『好太王碑』
⑧405 年の阿花王崩御に際し、倭国（讃）は百済腆支王（てんしおう・ときおう）を擁立
し、漢城で即位させる。◆『書紀』応神紀、『三国史記』

讃：413 年に東晋に朝貢。（『晋書』安帝紀、『太平御覧』）
讃：421 年に宋武帝に朝貢、除授。（『宋書』夷蛮伝）
讃：425 年に司馬曹達を派遣、宋文帝に朝貢。（『宋書』夷蛮伝）
珍* ：430 年1月に宋文帝に朝貢・（『宋書』文帝紀）

⑨431 年に、倭国（珍）は新羅に侵攻し明活山城（慶州市）を包囲。◆『新羅本紀』
➉435 年頃に倭国（珍） は百済王族の抵抗を抑え百済南西部を支配。◆『書紀』仁徳紀

珍：438 年に宋文帝に朝貢。「使持節都督倭・百済・新羅・任那・秦韓・慕韓六国諸軍事安東大将軍倭国王」
を自称。「安東将軍倭国王」に除され、倭隋等13 人が平西・征虜・冠軍・輔国将軍号に除される。（『宋書』夷蛮
伝）

中国史書と『書紀・好太王碑・三国史記』等に記す「倭の5王」の4世紀末～5世紀の半島進出の歴史
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⑪444 年に、倭国（済？）は兵を遣し金城を10 日囲むが、兵糧が尽き撤退。新羅王訥祗麻立干（とつぎまりつか

ん）は無理にこれを追って戦い兵の半数を失い撤退す。◆『新羅本紀』
済：451 年に宋文帝に朝貢。「使持節都督倭・新羅・任那・加羅・秦韓・慕韓六国諸軍事」が加号される。23

人が軍郡（将軍号・郡太守号）を与えられる。（『宋書』夷蛮伝）
⑫455 年に、高句麗は百済に侵攻する。◆『新羅本紀』、『高句麗本紀』

興：460 年12 月に、宋孝武帝へ朝貢（『宋書』孝武帝紀）
興：462 年3月に、宋孝武帝、興を「安東将軍倭国王」に除す。（『宋書』孝武帝紀、夷蛮伝）

⑬475 年に高句麗長寿王、百済を討ち事実上百済は崩壊。◆『新羅本紀』『高句麗本紀』『書紀』雄略紀
武：477 年11 月に、宋順帝へ朝貢。（『宋書』順帝紀）武は「使持節都督倭・百済・新羅・任那・加羅・秦

韓・慕韓七国諸軍事安東大将軍倭国王」を自称。（『宋書』夷蛮伝）
武：478 年に宋順帝に高句麗の無道を上表し、「開府儀同三司」を自称、叙正を求める。順帝、武を「使持節

都督倭・新羅・任那・加羅・秦韓・慕韓六国諸軍事安東大将軍倭王」に除す。（『宋書』順帝紀、夷蛮伝）
⑭479 年に倭国（武）東城王を軍事力で擁立し高句麗を討つẊ『書紀』雄略紀

武：479 年に南斉の高帝、倭王武を「鎮東大将軍」（征東将軍）に進号。（『南斉書』東南夷伝）
武：502 年に梁武帝、倭王武を「征東大将軍」に進号。（『梁書』武帝紀） 

「讃」369 年誕生・390 年即位（『書紀』では神功の半島出兵時に誕生。神功没年が389 年・応神即位＆玉垂命の薨去が390

年）～425 年朝貢・・（弟）「珍」430 年前後に即位・・438 年朝貢・・ 「済」443 年頃即位か～451 に朝貢～455 年頃高句麗の百濟

侵略に係って崩御？。・（世子）「興」456 年ごろ「済」の崩御をうけて即位？・・462 年朝貢～ 475 年の高句麗戦に係って崩御。
（弟）「武」476 年ごろ即位。478 に宋に上表～502 朝貢・・～？崩御・・（517 ・九州年号継体元年「磐井」へ？）
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